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研
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ノ

ー
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カ
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ダ
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発
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と

貿
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構
造

H

-
一

八

七

〇

-
一

九
一

三
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飯

沢

英

昭

Ⅰ

序

Ⅱ

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
を

起
っ

て

(

以

上

本
号
)

Ⅲ

産
業
発
展
(

以
下

一

二

月
号
)

Ⅳ

貿
易
構
造

拙

輸
出
構
造

㈲

輸
入

構
造

Ⅴ

結
び

Ⅰ

序

本
稿
の

主
た

る

目

的
は

､

自
治
領
設
立

(

一

八

六

七

年
)

か

ら

第
一

次

世
界
大
戦
前
夜
に

至
る

ま
で

の

カ

ナ

ダ
の

産
業
発
展
と

貿
易
構
造
の

長
期

的
趨
勢
を

と

り

あ

げ
､

若
干
の

基
礎
的
資
料
を

整
理

し

て
､

そ
の

間
の

関

連
を

分
析
す
る

こ

と

に

あ

る
｡

自
治
領
設
立

以

降
第

一

次
大

戦
前
夜
に

至
る

約
四

〇
数
年
の

期
間
は

､

い

わ

ば
カ

ナ

ダ
の

｢

自
律
的
国
民

経
済
の

形
成
期
+

で

あ
っ

て
､

後
進
的

な

段
階
か

ら
工

業
化
へ

の

道
を

着
実
に

辿
り
つ

つ

あ
っ

た

時
期
と
い

っ

て

も

よ
い

｡

し
か

し
､

そ

の

間
一

様
な

発
展
を

経
験
し
た

の

で

は

な

く
､

世

紀
転
換
点
を

境
に

､

そ

れ

以

前
が

発
展
速
度
の

比

較
的
緩
慢
な

い

わ

ば

テ

イ

ク

オ

フ

の

準
備
期

､

今
世
紀
初
頭
が

テ

イ
ク

オ

フ

の

時
期
と

時
期
区

分

(

1

)

す
る
こ

と

が

で

き
る

｡

特
に

､

テ
イ

ク

オ

フ

期
の

加
速
度
的
発
展
は

､

横

(

2
)

断
的
な

国
際
比

較
の

上
で

も
カ

ナ

ダ

経
済
史
の

上
で

も

最
も

急
速
で

あ
っ

て
､

そ

れ

が

膨
大
な

移
入

民
と

巨
額
の

外
資
の

流
入

下
に

達
成
さ
れ

た

こ

と

ほ
､

カ

ナ

ダ

経

済
発
展
の

一

つ

の

特
徴
と
い

え

よ

う
｡

一

方
､

経
済
発
展
過
程
に

お

け
る

対

外
経
済
関
係
に

限
を

転
ず
れ

ば
､

カ

ナ

ダ
ほ

､

終

始
一

貫
し
て

イ
ギ

リ

ス

･

ア

メ

リ

カ

合
衆
国
の

二

国
に

対

し
て

だ

け
そ
の

関
係
を

と

り

結
ん
で

き
た

｡

こ

の

カ

ナ

ダ
の

閉
鎖
的
経
済

関
係
が

第
二

の

特
徴
で

あ

る
｡

か

か

る

特
徴
を

有
し

た

カ

ナ

ダ

経
済
は

､

そ

れ

で

は
い

か

な

る

発
展
パ

タ
ー

ン

を

辿
っ

た

で

あ

ろ

う
か

｡

よ

り

具
体
的
に

言
え
ば

､

カ

ナ

ダ
の

急

速
な

経
済
発
展
の

推
進
主
体
は

何
で

あ
っ

た

か
｡

こ

の

設
問
に

対

す

る
一

つ

の

解
答
と

し

て
､

こ

れ

ま

で

強
調
さ
れ

て

き
た

の

は
､

貿
易

､

特
に

輸

出
の

役
割
で

あ

る
｡

確
か

に
､

急
速
な

経
済
発
展
と

貿
易
は

緊
密
な

相
関

を

有
し
て

い

た

こ

と

は

香
定
で

き

な
い

｡

そ
れ

で

は
一

体
､

貿
易
は

経
済

発
展
に

ど
の

よ

う
に

か

か

わ

り

あ
い

､

又

そ

れ
に

ど
の

よ

う
な

寄
与
を

な

(

3
)

し

た
か

｡

更
に

､

経
済
発
展
の

過
程
で

､

貿
易
構
造
は
ど

の

よ

う
な

変
容

を

辿
っ

た

か
｡

そ

し
て

､

そ

の

貿
易
構
造
の

変
容
は

､

カ

ナ

ダ
の

対

外
経

済
関
係
に

ど
の

よ

う
な

変
化
を

も

た

ら

し

た

か
｡

こ

れ

ら
の

問
い

に

若
干
の

解
答
を

与
え

る

た
め

に
､

以

下
､

Ⅱ
で

は
､

一

.⊥

こ

れ

ま

で

提
示

さ

れ
た

き
た

有
力
な

分
析
ト
ウ

ー

ル

と

し
て

の

ス

テ
ー

プ

朗

｢
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ル

理

論
に

対

し
て

検
討
を

加
え

､

続
く

Ⅲ
で

､

産
業
発
展
の

実
証
分
析
を

､

そ

し

て

Ⅳ
で

貿
易
構
造
の

よ

り

詳
細
な

分
析
を

行
な

う
｡

(

1
)

ロ

ス

ト

ウ

ほ
､

カ

ナ

ダ
の

テ

イ
ク

オ

フ

期
を

一

八

九

六

1
一

九

一

四

年
と

し

て

い

る
｡

W
･

W
･

知
｡
S
t

｡

弓
.

3
屯

h

首
設

見

知

軍

営

邑
｡

n

言

邑
㌣

-

ま
○

､

吋
勺
･

£
-
£
一

口

ス

ト

ウ

の

段

階

静
的

把

握

に

異

議

を

唱
え

た
バ

ー

ト

ラ

ム

は
､

カ

ナ

ダ
の

経
済

発
展

は
一

八

七

〇

年

以

降

着

実
に

進

行
し

た

と

主

張

し

て

い

る
｡

出
ゐ

ユ
【

P

ヨ
､

G
.

W
･

∵
､

E
c

O
ロ
○

邑
c

G
岩

ま
F

ど

C
P

ロ

邑
-

P

ロ

{

邑

邑
M

y

+
笥
○

-

-

ご
汁

T
F
e

S
t

名
-

0

呂
O

d
2
-

昌
d

-

F
e

T
p

訂
･

〇

斡

H
y
勺
O

t

F
2

S
-

∽

㌧

C
･

･ヽ

h
･

七
･

h
･

㍍
㍍
←

㍍
(

己
P
y

-

諾
い

)

吋

ロ
ー

笠

-
-

00

今

(

2
)

岩

邑
d

訂
O
n

-

A
.

.

:

G
岩

ま
F

a

已

ヨ

宍
t

亡

毘
}

O

n
∽

訂

{

F
e

W
O
r
-

d

E
c

O

ロ
O

m
y
､

-

笥
○

-
-

冨
〇

.

=

b

§
昌

之
莞
訂
3

由
叫

恥

礼

乳

卜

筆

害

曾
白

ミ
顎
骨

智
e
･

舛
く

(

-

ま
N

)

勺
勺
t

-

N

N

-
-

芝
一

を

参

照
｡

(

3
)

後
進

産

業

国
の

産
業

発
展

過

程
に

果

す

貿

易
の

動
態

的

役

割
に

っ

い

て

の

理

論
と

し

て
､

｢

雁

行

形

態

論
+

と

｢

ス

テ

ー

ブ

ル

理

論
+

を

代

表
と

し

て

挙
げ

る

こ

と
が

で

き
る

｡

Ⅱ

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
を

廻
っ

て

｢

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
+

S

t

旦
e

t

F
e

｡
r

y

(

ま

た

ほ
､

｢

ス

テ

ー

ブ

ル

･

モ

デ
ル

+

∽
t

名
-

e

m
O

d
e
-

､

｢

ス

テ
ー

ブ

ル

接
近

法
+

S
t

ぢ
ー

e

P

胃
3
胃
F

と

も
い

う
)

は
､

新
定
住
地

域
カ

ナ

ダ

(

①
豊
富
な

天
然
資
坂
に

恵
ま

れ

た

土

地
に

此

較
し
て

相
対

的
に

稀
少
な

労
働
と

資
本
の

存
在

､

⑦
土

地

所

有
等
に

前
近

代
的
社
会
構
造
が

早
期
に

解
体
し

て

い

る
､

と
い

う
二

つ

の

固
有
の

特
徴
を

有
し

て

い

る
)

の

経
済

発
展
の

パ

タ
ー

ン

を

説
明
す

る

上

船

で

展
開
さ

れ

た

も

の

で
､

特
定
の

天
然
貿
源
の

賦
存
が

資
本
と

労
働
を

引

∂

き
つ

け
て

､

ス

テ
ー

ブ
ル

(

s
t

名
-

e
ひ

-
主
要
産
物
原
料

)

▲
の

輸
出
が

､

経

済
発
展
の

主
導
部
門
と

な

る
｡

そ

し
て

､

こ

の

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
産
業
を

核
と

し

て
､

国
内
の

他
産
業
が

次
々

と

成
立

し

発
展
す
る

｡

こ

れ

が

ス

テ

ー

ブ
ル

理

論
の

骨
子
で

あ
る

｡

そ

こ

で
､

以

下
で

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
の

論

理

構
造
を

お

お

ま
か

に

サ

ー

ブ
ェ

イ

し

て

お

く
と

便
利
で

あ

ろ

う
｡

ス

テ

ー

ブ

ル

理

論
の

創
始
者
は

､

カ

ナ

ダ
の

経
済
史
家
政
ハ

ロ

ル

ド
･

イ
ニ

ス

H
賀
○
】

d

A

計
ヨ

エ
ロ

ロ

訂

で

あ

り
､

彼
の

輝
し
い

幾
多
の

カ

ナ

ダ

(

1
)

経
済
史
研
究
の

中
で

展
開
さ

れ

た
の

が

そ
の

原
型
を

な

す
｡

そ

の

後
､

イ

ニ

ス

の

後
継
者
等
に

よ
っ

て

そ

の

伝
統
が

受
け

継
が

れ
､

一

層
の

理

論
的

緻
密
化
が

重
ね

ら

れ
て

今
日
に

至
っ

て

い

る
｡

ま

た
､

ス

テ
ー

プ

ル

理

論

の

立

場
か

ら
､

カ

ナ

ダ

経
済
史
を

叙
述
し

た

論
文
も
か

な
り

の

数
に

の

ぼ

っ

て

お

り
､

代
表
的
著
者
と

そ
の

論
文
を

列
挙
す
れ

ば

次
の

通
り

で

あ

る
｡

弓
賢
打

ぎ
s

､

声

H
･

∴
､

ト

S
{

P

旦
e

ゴ
″

e

O
【

叫

○
叫

E
c

O

ロ
O

m
i

の

G
岩
W
t

F

㌧

C
･

･ヽ

申

勺
･

り

㍍
舛
H

㍍

(

呂
P

y

-

冨

早
出
e

旨
P

声
G
.

W
.

｡

E
c

?

ロ
○

邑
O

G

岩

ま
F

ぎ

C

賀
邑
i

賀
I

n

d

宏
t

喜
-

∞

冒
-
-

ヱ
h
‥

T
F
e

S
t

甲

p

訂

呂
O

d
e
-

冒
d

t

F
e

→
P

訂
･

｡

持

H
y
勺

｡
t

F
e
∽
-

∽

㍉

C
.

.ヽ

内
.

七
.

叫
.

㍍
〆
-

舛

(

E
P

}

-

冨
ヤ
r

H

賀
t
-

巴
岩
r

勺
こ

:

句

g
t

O
r
∽

昌
.

E
c

O

n
O

邑
c

G
岩

ま
F

F

C

賀
邑
P

㌧

.ヽ

申

年

㍍
く

.

-

設
♪

C

等
e

S
-

R
.

E
.

呂
d

拭
○
-

t

O

ロ
､

R
･

H
･

･

ヨ
b

C

§
乱
叫

§

打
Q

誉
等

号

守
Q

尽

邑

§
礼

恕
･

"

言

尽

邑
､

-

や

笠
､

C
O

旨
e
t

t
.

P

C

.
∵

､

I

m
m

i

雫
和

己
○
ロ

p
】

乙

E
c

O

ロ
○

邑
O

U
｡

づ
巴
｡

勺

m
e

n
t

㌧
､

c
･

･ヽ

中

也
･

h
･

㍍

≦
-

(

A
亡

率
-

や

h

-

)
､

勺
-

喜
P

t

声

A
･

句
･

W
･

､

‥

→
F
e

宅

邑
宍
e

O
h

勺
○
-

E
8

-

a

n
d

E
c

O
ロ

O

m
訂

ロ
0

く
e

T
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○

勺

m
e

ロ
t

-

ロ

t

F
O

出
ユ
江
田

F

ロ
O

m
ぎ
小

O

n
S

.

:

n
.

.ヽ

如
.

七
一

り

H

I

l

(

宅
○

く
･

-

巴
¶

)
.

C
P

く
2
の

､

P

E
.-

=

く
e

n
t

訂
1

S

弓
p

-

岳

巳
O

d
2
-

∽

O
f

T
r

P
C

e

P
n

d

G
コ
)

弓
t

F

∵
i

n

U
巴
a

宅
i

ロ
.

R
.

E
.

e
t

巴
一

.

→

岩
礼
♪

れ

言
･

邑
戸

白

恵
礼

b
已
白

莞
～

阜

七
月
て

…

芸
訂
㌧

加
ゎ
h

月
て
h

訂

祇
○
}

岩
1

阜

n
已

耳

… .

乱

拇
雫
訂
ミ

畢

C
F

i

c

品
〇

.

-

芸
h

.

C
P

く
e
S

､

知
.

E
.

.

=

E
舛
勺
0

1

こ
e

仁

G
岩
W
t

F

2
乙
t

F
2

ヨ
2

W

E
c

O
月
O

m
i

c

H
-

賢
0
1

†
.

-

ロ

ナ

Z
一

日
F

P

甲

弓
P
t

i

-

R
･

W
.

J

O

n
2

S
､

甲

声

呂
亡

ロ
d
e

亡

甲
ロ

P

J
.

く
P

ロ
e

打

e
t

巴
.

､

り

言
n

ぎ

b

已
聖
岩
恥

旦

勺
遭

､

S

芸
訂

聖
邑

n

言

邑
ぎ
七
h

尽
等

"

こ
遵

～

芝
電

悪
･

､

訂
謹

白
､

h
冒
宍

Y

S
叫

Q
わ

丸

凄

屯
Q
ヾ

岩
ヽ

旦

C

訂
ミ
設

や

玩

訂
礼
～

旨
Q

式
畢

-

笥
【

･

そ

れ
に

ア

メ

リ

カ

経
済
史
に

適
用
し

た

も
の

に
､

Z
｡

ユ
タ

P
C
･

,

り

訂

内

§
岩
≡
叫

b

〔

言

邑
計

阜
蒜
恥

q
邑
訂
礼

望
已
毘
.

h

謡
Q

-
h

篭
Q

-

-

芸
-

.

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
は

､

経
済
成
長

一

般
理

論
で

は

な

く
､

ま

た
､

輸
出

先
導
型

一

般
成
長
論
で

も

な
い

｡

そ

れ

は
､

す

ぐ
れ

て

経
済
史
と

経
済
理

論
の

リ

ン

ケ
ー

ジ

(

連
関
)

を

ね

ら
い

と

す
る

理

論
で

あ

る
｡

カ

ナ

ダ

経

済
史
の

文
脈
で

､

ス

テ
ー

ブ
ル

理

論
は

次
の

よ

う
に

展
開
さ

れ

て

い

る
｡

ま

ず
､

ス

テ
ー

ブ
ル

輸
出
品
(

多
量
の

天
然
資
汝
の

投
入

を

必

要
と

し
､

相
対

的
に

わ

ず
か

の

加
工

度
し

か

必

要
と

せ

ず
､

国
際
市
場
で

か

な

り
の

シ

ェ

ア

を

占
め

う
る

輸
出
品
)

が

経

済
の

主
導
部
門
と

し

て
､

経
済
成
長

一

般
の

速
度
を

決
定
す
る

と
い

う
の

が

そ
の

中
心

概
念
で

あ
っ

た

が
､

カ

ナ

ダ
の

歴
史
に

照
し

て

み

れ

ば
､

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
品
と

し

て
､

魚
類

､

穀
物
(

特
に

､

小

麦
及
び

小

麦
粉
)

､

木
材
及
び

木
材
製
晶

､

酪
農
品
(

特

に
､

家
畜

､

肉
製
品

､

チ

ー

ズ
)

､

非
鉄
金
属
を
そ

の

代
表
と

し

て

挙

げ

る
こ

と

が

で

き

る
｡

こ

れ

ま

で

未
利
用
の

広
大
な

土
地

が
､

あ

る

種
の

外

生

要
因
(

発
見
･

技
術
革
新

･

交
易
条
件
の

有
利
化

･

内
外

輸
送
コ

ス

ト

(

2
)

の

改
善
等
)

に

よ
っ

て

資
源
集
約

財
(

ス

テ
ー

ブ

ル

)

に

比

較
優
位
を

与

え

る
｡

そ

し
て

､

こ

の

ス

テ
ー

ブ

ル

生

産
の

拡
大

･

輸
出
の

伸
長
に

伴
な

う
国
内
他
産
業
の

成
生

･

発
展
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

は
､

次
の

三

つ

の

諸
連
関

効
果

-

ど
打
む

南
e

e

韓
e

c

t
s

に

よ
っ

て

説
明
さ
れ

る
｡

A
･

0
･

ハ

ー

シ
ュ

(

3
)

マ

ン

の

タ
ー

ム

ノ

ロ

ジ

ー

を

用
い

れ

ば
､

H
前

方

連

関

効

果

旨

⊇
-

寛
仁

-

F
打
p

g
e

e

哲
O
t

､

臼
後
方

連
関
効
果

b

g
打

弓

寛
一

〓

ロ

村

長
e

e
≠

訂
c
t

､

そ

れ
に

臼
最
終
需
要
連
関
効
果
抄

口

巳

d
e

m
甲
ロ

n

〓

n
打
p

g
e

e

托
e

O
t

が

そ

れ

で

あ
る

｡

前
方
連
関
効
果
は

､

ス

テ

ー

ブ

ル

を

中
間
投
入

物
と

し

て

使
用

し
､

そ
れ

に

若
干
の

加
工

を

加
え

付

加
価
値
を

高
め

て

最
終
需
要
部
門
に

供
給
す
る

産
業
=
ス

テ
ー

ブ

ル

加
工

産
業
の

誘
発
投
資
を

促
進
す
る

｡

こ

の

よ

う

な
ス

テ
ー

ブ
ル

加
工

業
に

､

カ

ナ

ダ
の

代
表
的
産
業
で

あ

る

製
粉

(

4
)

業
､

木
材
加
工

業
､

酪
農
製
品

業
を

挙
げ
る

こ

と

が

で

き

る
｡

第
二

の

後

方
連
関
効
果
は

､

ス

テ
ー

ブ

ル

産
業
へ

中
間
財
を

提
供
す

る

産
業
の

誘
発

投
資
効
果
を

意
味
す
る

が
､

こ

の

場
合

､

典
型
と

し
て

あ

ら
わ

れ

る

の

が
､

ス

テ
ー

ブ

ル

産
業
に

外
部
効
果
を

与
え
る

輸
送
体
系
整
備
へ

の

誘
発
投
資

で

あ
る

｡

当
該
期
間
の

カ

ナ

ダ
の

鉄
道
建
設
の

発
展
速
度
は

め

ざ

ま

し

く
､

(

5
)

一

人

当
り

敷
設
マ

イ

ル

数
の

伸
長
は

世
界
最
高
を

示

し
て

い

る
｡

ま

た
､

ス

テ
ー

ブ

ル

生

産
に

使
用
さ

れ
る

農
業
用
機
械

･

林
業
用
機
械
産
業
へ

の

誘
発
投
資
も

後
方

連
関
効
果
の

好

例
で

あ
る

｡

最
後
の

最
終
需
要
連
関
効

果
ほ

､

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
の

伸
長
に

伴
な

う
所
得
増
加
が

､

直
接
国
内

消

費
財
産
業
の

誘
発
投
資
に

導
く

効
果
を
い

う
｡

こ

の

効
果
は

､

増
加
所
得

の

平
均
水
準
が

高
け
れ

ば

高
い

ほ

ど
､

ま
た

､

所
得
分
配
が

平
等
で

あ

れ

ば

あ

る

ほ

ど
､

消
費
方
向
が

国
内
必

需
消
費
財
へ

向
か

え

ば

向
か

う
ほ

ど

【

J

強
い

と

い

ぇ
る

｡

こ

の

点
に

関
す
る

理

論
上
の

貢
献
者
ほ

R
･

E
･

ボ

ー

朗
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ル

ド

ゥ
ィ

ン

班

巴
d

弓
呂.

で

あ

り
､

こ

れ

を

最
終
的
に

規
定
す
る

も
の

は
､

〔

6
)

輸
出
産
業
の

も
つ

生

産
関
数
で

あ
る

､

と

さ

れ

る
｡

た

と

え

ば
､

プ

ラ

ン

テ
ー

シ

ョ

ン

生

産
は

､

所
得
分
配
が

相
対

的
に

不

平

等
に

な
る

が
､

カ

ナ

ダ

最
大
の

輸
出

産
業
で

あ
っ

た

小

麦
産
業
(

自
作
農
場
生

産
)

に

あ
っ

て

は
､

平
等
に

な

る

と
い

う
も
の

で

あ

る
｡

以
上

が

諸

連
関
効
果
を

通
じ

る

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
伸
長
の

他
産
業
へ

の

波
及

効

果
で

あ

る
｡

そ
れ

ゆ
え

､

ス

テ
ー

プ

ル

理

論
は

､

一

種
の

資
本
形
成
の

理

論
と
い

っ

て

よ

い
｡

更
に

､

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
の

も
つ

も

う
一

つ

の

重

要
な

特
徴
と

し

て
､

ス

テ

ー

ブ

ル

輸
出
の

拡
大
が

経
済
発
展
に

果
す
供
給
サ

イ
ド

の

貢
献
を

主

張
し

て

い

る

点
を

挙
げ
る
こ

と

が

で

き
る

｡

一

般
に

､

経
済
成
長
を

規
定

す
る

独
立

変
数
と

し

て
､

労
働
力
成
長

､

資
本
蓄
積
そ

れ

に

技
術
進
歩
を

挙
げ
る

こ

と

が

で

き

る

が
､

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
の

拡
大
基
調
が

､

相
対

的

に

稀
少
な

生

産
要
素
で

あ

る

資
本
と

労
働
を

､

そ

し

て

そ

れ

ら
に

付
随
し

て

技
術
を

海
外
か

ら

大
々

的
に

吸
誘
す
る

の

に

成
功
し

た
､

と
ス

テ
ー

プ

(

7
)

ル

理

論
は

主
張
す

る
｡

特
に

､

今
世
紀
初
頭
(

一

九

〇
〇

i
一

九

三
一
年

間
)

の

連
続
的
な

移
入

民
と

外
資
の

流
入

は
､

そ

の

多
く
が

直
接
間
接
小

(

8
)

麦
輸
出
の

伸
長
に

よ

る

と
い

わ

れ

る
｡

ヴ
ァ

イ

ナ
ー

ナ

≦
ロ
e
r

の

推
計

に

よ

る

と
､

こ

の

間
カ

ナ

ダ
に

流
入

し

た

外

資
は

､

絵
額
二

､

五

四

六

百

万

ド
ル

に

達
し

､

う
ち
イ

ギ

リ
ス

か

ら
一

､

七

五
三

百
万
ド

ル
､

ア

メ

リ

カ

(

9
)

合
衆
国
か

ら

六
三

〇
百
万
ド
ル

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

の

外
資
は

､

カ

ナ

ダ

国
内
稔

貿
本
形
成
の

か

な

り

の

比

率
を

占
め

､

一

九

〇
一

-
一

九
〇
五

年

平
均
二

三
･

五

%
､

一

九
〇
六

-
一

九
一

〇
年
平
均
三

四

二
二

%
､

一

九

〓

-
一

九
一

五

年
平
均
四

六
･

二

%

と

年
が

経
つ

に

つ

れ

て

そ

の

此

率

(

10
)

が

高
ま
っ

て

い

る
｡

一

方
､

一

九
〇

一

-
一

九

二
年
間
に

カ

ナ

ダ
に

定

着
し
た

移
入

民
の

数
は

､

六

五

万

人
に

達
し

､

続
く
三

年
間
だ

け
で

五

〇

朗

万
に

の

ぼ

っ

た
｡

と
こ

ろ

で
､

ケ

ア

ン

ク

ロ

ス

C

旨
呂

+

O
S

S
.

A
.

只
.

3

の

推
定
に

よ

れ

ば
､

移
入

民

全
体
の

年
齢
構
成
は

､

か

な

り

の

程
度

､

労

働
年
齢
人
口

に

集
中
し

て

お

り
､

そ
の

比

率
は

六

〇
%
を

超
え

る

と

さ

れ
､

更
に

､

年
々

の

カ

ナ

ダ

新

規
労
働
市
場
の

こ

れ

ま
た

六

〇
%
が

移
入

民

労

(

11
)

働
に

よ
っ

て

占
め

ら

れ

た

と
い

う
｡

こ

の

膨
大
な

移
入

民

労
働
に

よ
っ

て

稼
ぎ
だ

さ

れ

た

貸
金
所

得
は

､

一

部
海
外
へ

漏
出
し

た

と

し

て

も
､

前

述

し

た

カ

ナ

ダ

国
内

消
費

財
産
業
の

誘
発
投
資
を

促
進
す
る

有
力
な

需
要
基

盤
を

形
成
し

た

と

考
え
る

こ

と
は

理
に

か

な
っ

て

い

る
｡

そ

れ

ば
か

り
で

は

な
い

､

移
入

民
に

よ
っ

て

も
た

ら
さ

れ

た

急
激
な

人

口

増
加
は

､

必

然

的
に

都
市
化
を

招
い

た

と

さ

れ
､

都
市
建
設
に

は

巨

額
の

資
本
が

投
下
さ

れ

た
｡

住
宅
建
設

､

電
気

､

ガ

ス

設
備

､

輸
送
設
備

､

他
の

公
共
施
設
へ

の

需
要
が

急
速
に

拡
大
し
た

｡

こ

う
し

た

社
会
的
間
接
資
本
の

整
備
は

､

(

12
)

そ

れ

自
体

､

他
の

諸
産
業
の

発
展
に

多
大
の

影
響
を

与
え
る

も

の

で

あ

る
｡

と

も

あ
れ

､

資
本
と

労
働
に

関
す

る

限
り

､

供
給
が

非
弾
力
的
で

あ
っ

た

カ

ナ

ダ

国
内
市
場
で

､

こ

の

外
資
と

移
入

民
の

果
し
た

役
割
は

積
極

的

ヽ

に

評
価
さ

れ

て

よ
い

｡

と
こ

ろ
で

､

要
素
供
給
の

量
的
貢
献
に

加
え

て
､

ヽ

そ
の

質
的
側
面
も

又

重

要
で

あ
る

｡

資
本
と

移
入

民
に

よ
っ

て

も

た

ら

さ

れ

た
､

経
営
能
力

､

高
度
な

技
術
知
識
は

､

カ

ナ

ダ

の

輸
出
産
業
更
に

ほ

他
の

多
く

の

産
業
に

強
力
な

内
部
経
済
を

も

た

ら

し

た
｡

市
場

機
会
を

感

知
し

開
発
能
力
に

秀
で

た

企
業
者

､

高
度
な

技
術
を

身
に

つ

け

た

熟
練
労

働
者
の

多
く

は

海
外
か

ら

も
た

ら

さ

れ
､

そ

れ

が

国
内
の

労

働
移
動
と

あ

い

ま
っ

て
､

カ

ナ

ダ

経
済
全
般
の

技
術
水

準
を

高
め
る

役
割
を

担
っ

た

の

(

1 3
)

で

あ

る
｡



以

上
､

大
雑
把
に

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
の

論
理

構
造
を

辿
っ

て

き

た

が
､

そ

れ

ほ
､

三
一口
で

い

っ

て
､

ス

テ
ー

ブ

ル

輸
出
伸
長
を

起
点
と

す

る
､

一

方
で

は
､

他
産
業
へ

の

誘
発
投
資
効
果
を

､

他
方
で

は
､

経
済
成

長
を

規

定
す
る

労
働
力
成
長

､

資
本
蓄
積

､

技
術
進
歩
に

果
す

役
割
を

強
調
す
る

す
ぐ
れ

て

記
述
的
理

論
で

あ
る

､

と
い

っ

て

よ
い

で

あ

ろ

う
｡

そ

し
て

､

カ

ナ

ダ

の

経
済
史
上

､

今
世
紀
初
頭
の

急
速
な

発
展
期
に

こ

の

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
が

最
も

き

れ
い

な

形
で

妥
当
す
る

と
い

わ

れ

る
の

で

あ

る
｡

し

か

し

な

が

ら
､

こ

の

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
の

亥
当
性
に

関
し

て
､

バ

ブ

ク

レ

ー

か

ら
い

ち

は

や

く

批
判
の

矢
が

搭
せ

ら

れ

て

い

る
｡

そ
の

主
要
な

批
判
点
は

､

カ

ナ

ダ

の

経
済

発
展
に

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
が

妥
当
す
る

の

は
､

自
治
領
設
立

以

前
の

き

わ

め
て

初
期
の

段
階
で

あ
っ

て
､

問
題
の

期
間
に

っ

い

て

は
､

発
展
の

主

要
因
は

､

海
外
か

ら

与

え

ら
れ

た

も

の

で

は

な

く
､

国
内
の

建
設

業
や

他
の

製
造
業
の

発
展
に

求
め

る

べ

き

で

あ

る
､

と
い

う

(

14
)

も

の

で

あ

る
｡

更
に

､

こ

の

議
論
を

一

歩
進
め

て
､

チ

ェ

ー

ン

バ

ー

ズ

C
F
･

P

m

訂
r
∽

-

E
･

ナ

と
ゴ

ー

ド
ン

G
O
r

争
U

ロ
.

D
.
句
.

か

ら
､

ス

テ

ー

プ

(

1 5
)

ル

理

論
の

妥
当
性
に

疑
問
が

投
げ
か

け

ら
れ

た
｡

い

わ

れ

る

と
こ

ろ
の

カ

ナ

ダ
の

小

麦
ブ

ー

ム

ほ
､

果
し
て

､

カ

ナ

ダ
の

一
人

当
り

所
得
の

増
加
に

( 8 1 ) 研 究 ノ ー

ト

ど
れ

ほ

ど

の

貢
献
を

な

し
た

で

あ

ろ

う
か

｡

彼
等
は

､

か

か

る

問
題
意
識

に

立
っ

て
､

操
作
可
能
な
モ

デ
ル

を

考
案
し

､

一

九

〇
一

-
一

九
一

一

年

間
の

小

麦
ブ

ー

ム

の

貢
献
度
を

測
定
し

た
｡

そ

の

際
と

ら

れ

た

方
法
は

､

｢

虚
構
設
定
+

で
､

一

九

二
年
の

実
際
の

一

人
当
り

国
民

所
得
と

､

小

麦
ブ

ー

ム

が

な

か

っ

た

と

仮
定
し
た

一

九
一

一

年
の

一

人

当
り

国
民

所
得

を

比

較
す

る

方
法
を

と
っ

て

い

る
｡

計
測
さ

れ

た

結
果
は

､

き

わ

め
て

ネ

ガ

テ
ィ

グ
で

あ

り
､

小

麦
ブ

ー

ム

の

役
割
を

著
し

く

低
め

て

い

る
｡

こ

こ

に
､

ス

テ

ー

ブ
ル

理

論
の

妥
当
性
を

起
っ

て

論
争
が

展
開
さ

れ

る

が
､

最

近
､

ケ

ー

プ
ス

C
P

く
e
∽

､

声

ロ

に

よ
っ

て
､

チ
ェ

ン

バ

ー

ズ
=

ゴ

ー

ド

ン

モ

デ
ル

で

使
用
さ

れ
た

資
料
に

再
検
討
が

加
え

ら

れ
､

小

麦
ブ

ー

ム

の

(

1 6
)

貢
献
度
を

再
認
識
す
る

試
み

が

な

さ

れ

た
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

カ

ナ

ダ
の

経
済
発
展
を

説
明

す
る

上
で

展
開
さ

れ

た

ス

テ
ー

ブ

ル

理

論
に

は
､

今
後

､

一

層
の

理

論
的
緻
密
化
と

､

よ

り

細
か

い

実
証
が

要
求
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

イ
ニ

ス

の

業

績
に

つ

い

て

は
､

次
を

参
照
さ

れ

た
い

｡

E
P
∽

t

e
r
一

打
0

0

打
.

ノ

声

→

｡

l

ロ

已
∽

p

ヨ
ー

E
c

O

ロ
O

m
-

c

s
.

こ

C
.

′

､
.

申

勺
.

り

㍍
Ⅰ

㍍

(

A
亡

甲

-

芝
山

)

｡

豊

原

治

郎

｢

カ

ナ

ダ

経

済

史

学

と

P
r

O

〔

H
P
r

O
-

d

A
a

P

m
∽

Ⅰ

ロ

n
i

∽

+

『

関

西

大

学

商
学
論

集
』

第
一

五

巻

第

五

-
六

合

併
号

｡

(

2
)

貞

鉱

部

門
に

お

け

る
､

一

九

〇

四

年
の

チ

ャ

ー

ル

ス

･

ソ

ー

ン

ダ
ー

ズ

(

C
F

胃
-

認

S
P

亡

コ
n

b
r
S

)

に

よ

る

小

麦
マ

ー

キ

ス

品

種

(

岩
賀
β

已
s

w
F
e

毘
)

の

発
見

､

及

び

サ

ツ

ド

ベ

リ

ー

の

ニ

ッ

ケ

ル

鉱
山
の

発

見
｡

農
業

技
術
の

改

善

に

は

鋼

鉄

製
ス

キ
､

製

粉

機
ロ

ー

ラ

ー

の

改

良
を

挙

げ
る

こ

と

が

で

き
る

｡

内

外

輸
送
に

つ

い

て

は
､

C
r

O

W
-

s

Z

琵
叶

勺
P
S

S

A

笥
2

e

m
e

n
t

(

一

八

九

七

年
)

が
､

輸
出

用

小

麦
の

鉄

道

運

賃
の

低

下
を

も

た

ら

し
､

鋼

船

体

と
ス

チ

ー

ム

タ

ー

ビ

ン

の

一

般

的

使
用
が

､

太

洋

航
路
の

運

賃
と

保

険
料
の

大

幅
な

低

下

を

も

た
ら

し

た
｡

カ

ナ

ダ
の

交

易

条

件
の

有

利

化
は

､

輸
出

価
格

の

上

昇
に

基
づ

く
も

の

で
､

カ

ナ

ダ
の

ス

テ

ー

プ

ル

輸
出

品
に

対

す

る

海

外

需

要
の

急

増
を

物
語
っ

て

い

る
｡
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一

橋 論叢 第 七 十 巻 第 四 号 ( 8 2 )

カ ナ ダ の 交易 条 件 の 動 き (1 9 仙 = 1 00 )

交 易条 件順
入価

墓場
出価
纂

5

4

史
じ

っ

J

5
つ

J

1

2

7

2

0
ノ

′

0

4

0

1

′

0

′

D

5

2
一

〇

+
T

′

0

っ
J

4

1

2

1

∩
)

0

0

0

0

0

0

0
(

U

l

l

l

l

l

5

3
′

h

)
7

3

4

5

2

5
(

バ

)
7

7

5

0

2

4

7

8
-
.

〇

3

史
U

4

3

4

っ

J

O

2

0

0

0

0

0

0

1

1

2

2

2

2

2

2

0

0

7

1

7

7

8

0

′

q

3

0

2

0

0

1

8

0

3

2

7

3

7

8

9

0

7

0

0

0

0
ノ

∩
)

0

0

0

1

1

0

0

1

0

1

O

1

2

3

4

亡
J

′
h

U

7

8

q
/

O

1

2

つ

J

O
(

U

O

O

O
(

U

O

O

O

O

l

l

l

l

▲U
/

∩

フ

0
ノ

〈U
ノ

0
ノ

(U
ノ

0
ノ

0
ノ

9

0
ノ

q
/

▲U
ノ

0
ノ

0
ノ

[ 出典〕 ロ rq l血 a rt
,

M . C . a n d B 1 1 C k 旦ey ,
E . A .

B
.
,

g i ぶわ ri c αJ 5 ′α ぬ′盲c 5 〆 C α 邦α ゐ ,
1 9 6 5

,

p
.

1 8 4 .

(

3
)

H
小

r
s

c

F

m
p

n
.

A
.

〇
..

り

打

切
､

岩
訂
熊
て

罠
訂
も

S

害
㌣

(

吋
巴
e

亡
ロ

i

く
e

邑
t

叫

吋
r

e

s
∽

.

阜

内
Q

Q

宍
Y

S
㌢

b
?

-

芝
00

)
､

邦

訳

麻

田

四

郎

訳

『

経
済

発

展
の

戦

略
』

一

九

六
一

年
｡

(

4
)

ス

テ

ー

ブ

ル

加
工

産

業
の

発
展
に

つ

い

て

は
､

続

く

Ⅲ
･

Ⅳ
で

論
じ

ら

れ

る
｡

(

5
)

カ

ナ

ダ
に

お

け
る

鉄

道
の

拡

張
は

､

こ

の

間
､

か

な

り

着

実
に

進
行

し

た
｡

カ ナ ダ の 鉄 道

敷設 距離

年 次 ‡ マ イ ル 数

2
,
6 1 2

4
,
80 4

7
,
1 9 4

1 0
,
7 7 3

13
,
1 5 1

15
,
9 7 7

1 7
,
6 5 7

2 0
,
4 8 7

2 4
,
7 3 1

2 9
,
3 0 4

1 8 7 0

1 8 7 5

1 8 8 0

1 8 8 5

1 8 9 0

1 8 9 5

1 9 0 0

1 9 0 5

1 9 1 0

1 9 1 3

こ出典+ 0
. J . F i rピー

St G n e
,

∫ルJ O m β

α刈d †アgαJ′
.
ち 5 g r才一

どぶ F ∫J
,
C α 必d ゐ

'

ぶ

E co れ の岱 了■c ヱ) ど乙･どJ-
0♪憫 ビガJ

.
J ∂β7-

ブタ∂β
,

P . 3 0 b .

輸

送

投

資
一

般
に

関

す
る

デ
ー

タ

は
､

一

九

〇
一

-
一

九

〇
五

年

間

の

年
平
均

四

〇

百

万
ド

ル

か

ら
､

一

九

〇
六

-
一

九
一

〇

年

間
の

一

〇
八

百

万

ド

ル
､

一

九
一

一

-
一

九
一

三

年
間
の

一

七

〇

百

万
ド

ル

ヘ

と

急
激

な

増

大

を

示

し
て

い

る
｡

(

6
)

臼

巴
チ
ェ
コ

､

声

E
t

∵
､

勺

賢
t

e
r

ロ
S

O
h

U
e

く

已
○

勺

m
e
-
1

t

呂
.

Z
e

w
･

-

ぺ

S
e
t
t

訂
d

田
e

g
-

○

ロ
S

｡

■
b
や
免

責
Q

訂
h

訂
ヽ

叫
q

ぎ
阜

㍍
㍍
H

く

(

呂
P

q

-

茂
吉
､

勺

ワ

}

告
1

-

3
･
及
び

､

｡

E
H

勺
O

r
t

T
e

c

F
ロ

○
-

○

顎

p
ロ

d

O
e

く
e
-

○

勺

ヨ
e

ロ
t

才
○

∋

p

∽
一

旨
s

訂
t

①

ロ
C

e

J
e

く
e
l

∴

内
.

.ヽ

｢

〆
Ⅰ

コ

(

E

胃
C

F

-

貰
い

)
.

p

ワ

00

○

-
¢

N

.

(

7
)

バ

ー

タ

イ
ル

･

ク

リ

ー

ン

ほ
､

次

ぎ
の

よ

う

に

述
べ

て

い

る
｡

｢

い

ま

や

資

本
と

労

働
と
の

移
動
が

密

接

に

結
び

つ

い

た

も
の

で

あ

る

こ

と
が

明

ら
か

に

な
っ

た
｡

も

し
､

一

方
の

要

素
が

移

動
す
れ

ば
､

経

済

状

況
､

特
に

､

巽

東

価

格
に

関

し
て

経

済

状

況
が

､

も

う
一

方

の

要
素

を

も

移
動
さ

せ

る

よ

う
な

影

響
を

う

け

る

で

あ

ろ

う
｡

新

国

へ

の

移

民
は

現
地

で

の

資
本

需

要
を

増

加

し

た

し
､

ま

た
一

方
､

資

本

投

下

-
た

と
え

ば
､

広
大

な

新

地

域

を

開
発

す
る

鉄

道
の

形
で

の

ー
は

移

民
を

促
進
し

て

き

た
｡

第
一

次

世

界
大

戦
以

前
の

カ

ナ

ダ
ヘ

の

移

民
は

､

巨

額
の

外

資
導

入

な

し

に

は

考

え

ら

れ

な
い

も

の

で

あ

っ

た
｡

い

い

か

え

れ

ば
､

カ

ナ

ダ
へ

の

英
国
の

投
資
が

､

彼
の

国
へ

の

大

規

模

な

移
民

を

も

た

ら

せ

た
｡

資
本

か

労
働
か

の

ど

ち
ら

か

の

供

給
の

増

加
は

､

も

う
一

方
の

相

対

的

希
少

性

を

増

大
さ

せ
､

そ

し

て

そ

の

流

入
を

促
す

｡

も

し

も

当

事

国
に

お

い

て
､

一

方
の

､

自

然

資
源
の

相

対

的

供

給

量
と

､

他

方
の

､

資
本

と

労
働
の

相

対
的

供

給

量
と
が

非

常
に

相

違
し

て

い

る

易
合
に

ほ
､

資
本
と

労
働
と

が

相

携

3 β6



え
て

移
動
す
る

こ

と

に

な

る
｡

資
本

移

動
が

､

労

働
移

動
の

む
し

ろ

原

因

な
の

で

あ
っ

て

…

…

カ

ナ

ダ

で

の

鉄

道
へ

の

資
本

投
下

は
､

結

果

と
い

う
よ

り
､

む

し

ろ

原

因

で

あ
っ

た
｡

…

…
+

O

E
-

ロ
.

申
.

ト

ミ
等
言
思
0

喜
､

ゝ
ヾ

邑

､

ミ
等

喜
㌻
Q
ヾ

邑

ゴ
､

聖
叫

♪

-

芸
Y

邦
訳

木
村

保

重

訳

『

貿
易

理

論

-
地

域
お

よ

び

国

際

貿
易
』

p

一
芸
ソ

し
か

し
､

ブ
ル

ー

ム

フ

ィ

ー

ル

ド

の

研

究
に

ょ

れ

ば
､

む

し

ろ

逆
に

､

循
環

変

動
の

転

換
点
で

､

移

民
が

資
本
を

リ

ー

ド

す
る

傾
向

が

読

み

と

れ
る

｡

=空
0

0

m
P
e
-

d
.

A
.

Ⅰ

..

勺
已
訂

言
わ

阜

勺
㌻
Q

冨
已
訂
苫

､

志

ト

ミ
軍
治

由
江
?

達

已
～

讃
e

訣
≠

S
芸

叫

b
ヘ

音
言

h

巴
心

〉

-

芸
∞

.

な

お
､

私

が

作

成

し

た
､

一

九

〇

〇

-
一

九
一

環
変
動
に

よ

れ

ば
､

三

年
間
の

､

輸

出
･

移
入

民
･

資
本

輸

入
の

相

転

換
点

年

次

は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

0
ノ

O

1

0

0

1

1

1

(U
ノ

0
ノ

(

u
ノ

〈u
ノ

l

l

l

l

( 8 3 ) 研 究 ノ ー ト

( ピ
ー ク)

輸 出 1 9 02 1 9 0 5

移 入 民 1 9 03 1 9 0 6

資本 輸入 1 9 04 1 9 0 7

( ト ロ フ)

輸 出 1 90 4 1 9 0 7

移 入 民 1 9 05 1 9 0 8

資本 輸入 1 9 0 4 1 9 0 9

( 注) 循環変動 は各々 対前年 度上ヒ

の 変化率 を プ ロ プ ト し た ･

輸
出
の

先

行
的

発
展

と

移
入

民
､

資
本

輸
入

が

順
次
タ

イ
ム

ラ

グ

を

も

っ

て

追

随
し

て

い

る

の

が

観
測
さ

れ

る
｡

(

8
)

小

麦
ブ

ー

ム

が

移

入

民

と

外

資
を

吸

引
し

た

と
の

主

張
は

､

多

く

(

1 0
)

出
-

0
0

冒
≠

訂

声

A
.

Ⅰ

.､

丸

巴
礼

..

竹
一

毛
.

(

1 1
)

C
巴

…
C
r

O
∽

S
.

A
.

只
.

.

屯
Q

S
b

n

岳
丸

竹
Q

岩
舟
さ

ヽ

さ
e

邑
…

芸
h

一

也
¶

デ
ー

屯
一

山
〉

-

¢

N

中
一

勺
.

牟

-
.

(

1 2
)

マ

イ

ヤ

ー

は
､

今
世

紀

初

頭
の

カ

ナ

ダ

経

済
の

急

成

長
を

支
え

た

要

素
と

し

て
､

次
の

四
つ

を

挙

げ
て

い

る
｡

H
国

境
の

拡

大
､

臼
‥

人

口

成

長
､

白
土

業

化
､

紬
∵

都
市

化

が

そ

れ
で

あ
る

｡

彼
に

ょ

る

と
､

こ

れ

ら
の

四
つ

の

要

素
が

経

済
発

展
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( 注 1) 1 切) 4- 1 9 1 0 年○ま合衆国 か ら の 移住者 を除く .

(注 2) 1 9 0 4- 1 91 0 年 ほ ユ2 歳以上 の 男子 .
1 9 1 3 年 は 1 4 歳以 上の 男子.
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